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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、「
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
に
お
け
る
「
無
償
教
育
の
漸
進
的
な
導
入
」
の
実
現
に
向
け
、

政
府
は
教
育
費
の
負
担
軽
減
策
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

二
、
政
府
は
、
本
支
援
制
度
の
安
定
的
運
用
及
び
更
な
る
高
等
教
育
に
お
け
る
教
育
費
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

 

三
、
大
学
等
の
確
認
要
件
を
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
大
学
の
自
治
等
へ
の
過
度
な
干
渉
と
な
ら
な
い
よ
う
、

十
分
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

四
、
各
高
等
学
校
等
に
お
い
て
本
人
の
学
習
意
欲
や
進
学
目
的
等
を
確
認
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
平
性
・
公
正
性
が
確
保
さ

れ
、
学
校
に
よ
っ
て
運
用
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
な
い
よ
う
、
判
断
基
準
等
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
り
各
学
校
へ
示

す
こ
と
。 

 

五
、
学
生
等
に
対
す
る
支
援
の
継
続
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、
相
対
評
価
に
よ
る
学
業
成
績
の
判
定
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も

本
人
の
努
力
不
足
に
よ
る
成
績
不
振
と
は
言
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
低
所
得
世
帯
の
者
の
修
学
の
支
援
と
い

う
本
支
援
制
度
の
趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
斟
酌
す
べ
き
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
の
特
例
措
置
を
適



切
に
講
じ
る
こ
と
。 

 
六
、
学
生
等
が
で
き
る
限
り
安
心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
打
ち
切
る
場
合
や
学
資
支
給
金
を
返
還
さ
せ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
断
基
準
や
具
体
的
な
実
施
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
す
る
な
ど
、
慎
重
な
運
用
を
行
う
こ
と
。 

 

七
、
本
法
附
則
第
三
条
に
よ
る
施
行
後
四
年
の
見
直
し
時
期
以
前
で
あ
っ
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
本
法
の
規
定
そ
の
他
学
生
等

へ
の
経
済
的
支
援
制
度
全
般
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
早
期
に
対
応
を
図
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
見
直
し
に
際
し
て
は
、
検
討
過
程
に
お
い
て
関
係
者
の
意
見
の
聴
取
や
情
報
公
開
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
で
き
る
限
り
学
生
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
制
度
設
計
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

八
、
高
等
教
育
に
係
る
費
用
は
中
間
所
得
層
に
と
っ
て
も
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
確
保
に
向

け
て
努
力
し
、
各
大
学
等
に
よ
る
授
業
料
の
適
切
な
設
定
を
可
能
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
消
費

税
率
引
上
げ
に
伴
う
授
業
料
の
便
乗
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大
学
等
に
対
し
本
支
援
制
度
の
趣
旨
の
周
知

徹
底
に
努
め
る
こ
と
。 

 

九
、
政
府
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
本
支
援
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
学
生
等
へ
の
経
済
的
支
援
制
度
が
複

雑
化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
生
等
、
保
護
者
及
び
学
校
関
係
者
等
へ
丁
寧
な
説
明
を
行
う
な
ど
、
貸
与
型
奨
学
金
制
度
を

含
む
支
援
制
度
全
般
の
更
な
る
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
が
行
っ
て
い
る
貸
与
型
奨
学
金
に
つ
い
て
、
所
得
連
動
返
還
方
式
の
対
象
者
の
拡
大
、

返
還
期
限
の
猶
予
、
延
滞
金
の
賦
課
率
、
返
還
負
担
軽
減
の
た
め
の
税
制
な
ど
、
返
還
困
難
者
の
救
済
制
度
の
在
り
方
の
検

討
に
努
め
る
こ
と
。 



 

十
一
、
教
育
を
受
け
る
機
会
を
保
障
す
る
と
い
う
奨
学
金
の
制
度
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
有
利
子
奨
学
金
が
事
業
費
・
貸
与
人
数

と
も
に
無
利
子
奨
学
金
を
上
回
っ
て
い
る
現
状
を
速
や
か
に
改
善
し
、
有
利
子
か
ら
無
利
子
へ
の
流
れ
を
更
に
加
速
す
る
た

め
の
施
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
。 

 

十
二
、
貸
与
型
奨
学
金
に
お
け
る
人
的
保
証
に
つ
い
て
は
、
奨
学
生
及
び
保
証
人
の
負
担
が
大
き
く
、
保
証
能
力
に
も
限
界
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
証
機
関
の
健
全
性
を
前
提
と
し
つ
つ
保
証
料
の
引
下
げ
を
は
じ
め
と
し
た
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
機
関
保
証
制
度
の
利
用
促
進
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
三
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
本
法
の
施
行
に
伴
い
業
務
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
に
お
い
て
も
本
支
援

制
度
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
国
は
、
そ
の
た
め
の
人
員
の
拡
充
を
行
う
な
ど
、
同
機
構
の
体

制
強
化
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
四
、
低
所
得
世
帯
の
子
供
た
ち
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示
や
教
科
指
導
等
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
大
学
等
へ
安
心
し
て
進
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
専
門
家
等
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
整
備
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


